「事業用大規模建築物における再利用計画書」等の提出及び記入方法について
1. 再利用計画書の提出について

（1） 再利用計画書は毎年度１部作成し、同封の返信封筒で郵送するか、荒川清掃事務所へ直接提出してください。

（2） 　提出期限は 毎年5月31日 必着です。

（3） 不明な点については、荒川清掃事務所へお問い合わせください。

２．再利用計画書の記入方法について

＜表　　面＞

（4） 複数の建築物を一括して提出することができるのは、同一敷地内または近接地において共通の用途に使用され、廃棄物の処理及び保管が一体として行われている建築物に限ります。
（5） 当該建築物を使用している事業者の名称の欄は、テナント等の会社名や店名を記入してください。

（6） 在館人員の欄は、その建築物を１日に利用する平均人数を記入してください。（従業員はアルバイトも含みます）

（7） 建築物の用途欄の共用部分とは、階段・エレベーターホール・機械室等、どの用途にも属さない部分がある場合に記入してください。この面積も事業用延べ床面積の合計に含めてください。（建築物の中に住居が含まれる場合は、住宅部分と事業用部分の比率に応じて事業用の共用部分面積をもとめてください。）
（8） 廃棄物の種類及び再生資源の種類の欄は、それぞれの品目ごとに収集運搬業者名と持ち込み先名を記入してください。

（9） ごみ減量及び再利用の現況欄は、現在行っている取り組み状況を記入してください。

　　＜裏　　面＞

· テナント等が独自に処理している分も含め、建築物全体から出る廃棄物のすべてを記入してください。

（1） 「発生量」は、種類ごとに発生した１年間の量を記入してください。
（2） 「処理区分」は、「発生量」のうち資源としてリサイクルした「再利用量」と、廃棄物として処理した「廃棄量」を記入してください。　　　　発生量＝再利用量＋廃棄量
（3） 数値は、小数点以下第二位を四捨五入して小数点第一位までを記入してください。（例1.07は1.1t）
（4） 紙類は、複数の種別をまとめた量ではなく、種別ごとの量を記入してください。各種別ごとの量がわからない場合は、各種別ごとの量を２週間ほど計算して、紙類全体に占める種別ごとの重量比率を出して、全体重に比率を掛けて各種別ごとの重量を算出してください。
（5） 各項目の定義は裏面にあります。
３,　 ごみ処理・リサイクルフロー図の記入方法について
（１）  フロー図裏面の記入例を参考にしてください。

（２）　収集運搬業者と中間処分先及び最終処分先は必ず記入してください。分からない場合は、マニ　　　　フェスト伝票を確認するか、収集運搬業者に尋ねてください。

４,　 再生品利用状況報告の記入方法について
　  （１）  各品目の年間の購入量を記入してください。

　　（２）　該当する品目を利用（購入）していない場合は空欄のままで結構です。

5,　  廃棄物管理責任者選任届について
　
（１）　選任届は、廃棄物管理責任者が変更した場合に提出してください。

　　（２）　今回の提出期限は再利用計画書と同じ５月末ですが、６月以降に廃棄物管理責任者の変更があった場合の提出期限は、選任した日から３０日以内です。

　　（３）  建築物の使用を中止するなど廃棄物管理責任者が不要になった場合は、その旨を事由欄に記載し提出してください。

　　（４）　選任届の書類中の「※廃棄物管理責任者講習会受講歴」枠には、新任の廃棄物管理責任者の方が過去に廃棄物管理責任者講習会を受講したことがある場合は「有」を○で囲み、受講年月日と修了証書の番号を記入してください。（正確な受講年月日と修了証書番号が不明な場合は、おおよその年月のみ記入してください。）

　　（５）　廃棄物管理責任者選任届は、１部作成して荒川清掃事務所へ郵送または直接持参し提出してください。
